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1) イミダゾリル基を有する Podand型複素環系多座配位子と鉄 (II) からなる選移金属錯体触媒が，還元剤を用い
ない分子状酸素によるオレフィンの触媒的エポキシ化反応を誘起できることを明らかにしている。









6) イミド架橋 [3J フエロセノファンの一段階合成法を見い出し， X線結晶構造解析から，シクロペンタジエニル
環は従来の [3J フエロセノファンと異なり，スタッガード型で，二面角に大きな歪のあることを明らかにしてい
る。
以上のように，本論文は Podand型複素環系多座配位子の錯形成挙動を明らかにし，複合系選移金属錯体の特性を利
用した新規で効率的なシステムを構築するとともに，酸素化反応における錯体触媒に関して有用な結果を与えたもので，
選移金属を用いた酸化反応に重要な知見を与えた意義は大きいJ これらの成果は有機合成および工業化学分野に対し
て貢献するところが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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